
－導入前の問題点－
●自社作成の現場入力フォーマットと事務系ソフト
　の連動が図れていなかった
●自社作成ソフトは単純な原価積み上げ管理で作業
　内容ごとの複雑な原価を把握し切れていなかった
●上記要因から、原価に対する正確な利益も把握で
　きていなかった

－導入後の変化－
●パッケージソフトの導入で現場と管理部門のシー
　ムレスな連携が可能に
●複雑な外注管理や工程管理も入力した時点で正確
　に管理され、データの呼び出しも瞬時に可能に
●会社独自の原価設定から正確な利益設定まで今後
　の経営に資するビジョンが立った

昭和42年に砂利採取・販売業から創業し、昭和
50年の法人化後は車両や建設重機を増強し、重
機土木の分野にも進出。さらに土木工事で発生
する産業廃棄物の収集・処理や、重機に圧砕機
など各種アタッチメントを追加することで構造
物解体にも参入するなど事業拡大しながら、新
潟県内だけにとどまらず、自然災害対応では北
関東や東北の現場にも対応する村山興業。県内
ではトップクラスの機械力と冬季の除雪を含め
た災害対応で発揮する抜群の機動力に加え、
「エコアクション21」に基づく環境貢献への取
り組みなど、多彩な企業活動で地域貢献してい
る。そんな村山興業の代表取締役村山広幸氏に
「アイキューブ本家シリーズ」導入から活用の
現状までをうかがってみた。

　村山興業が「アイキューブ本家シリーズ」を導入し
たのは2016年4月。導入から8か月が経過した現在、構
造物解体工事部門では全面的に、重機土木部門の一部
で原価管理を行っている。導入以前は、現場サイドは
自社作成のExcel表計算で原価を積み上げ、地元の個人
プログラマーに作成を依頼したAccessベースの事務系
管理ソフトに連動させて提出書類の打ち出しなどを行
っていた。

村山社長：以前の“名ばかり管理ソフト”では、原価を
ただ積み上げていくだけなので、現場の作業に関する
機械や人工などの細かな原価が最終的に把握できず、
原価に対する本当の利益も分らなかった。独自設定す
るとしても自社として明確な原価設定をして、明確な
見積作成から最終的には原価の項目ごとに明確な利益
を把握したいというのが、しっかりとしたシステムソ
フト導入の動機でした。原価と利益の関係を明確にし
て営業、管理ともに役立てると同時に、現場監督の見
積業務など若手の育成につながるという狙いもありま
した。

正確な原価管理から真の利益確定の追求のため

木造民家の解体から公共施設の大規模解体まで地域トップクラスの機械・機動力で対応する

村山興業様　導入システム
●原価本家　…………………………　５ライセンス
●出面本家　…………………………　５ライセンス
●入金支払本家　……………………　５ライセンス
●見積本家　…………………………　５ライセンス
●歩掛本家　…………………………　５ライセンス

環境省策定「エコアクション21」
の認証を受け、工事現場での環
境負荷低減や地域清掃活動に
積極的に取り組んでいる

24m級のビル解体も可能な50tクラス1台に35tクラス2台
をはじめ多数の解体重機を保有する

■構造物解体工事業 アイキューブ　ユーザー事例

規模感ある外注管理や複雑な工程に含まれる
原価管理の正確性を導入半年で実感

 株式会社村山興業様



いはソフト上でピックアップできないので紙に出力し
て拾い出しが必要でした。それが、「アイキューブ本
家シリーズ」なら外注先の合計や作業内容は瞬時に出
てきます。システムソフトの効果としては当たり前の
ことですが、この春導入して大規模な解体工事が続け
てあったことで集中的な運用という意味ではいい勉強
になっています。

　導入半年を過ぎたところで、外注先の管理に加え、
細かな作業個所に日々、どのくらいの原価がかかって
いるかを逐一、把握できるようになったことに導入の
所期の目的としては満足しているという村山社長だ
が、「アイキューブ本家シリーズ」の次なる活用はど
う考えているのだろうか。

村山社長：原価管理を入力さえしてしまえば、見積か
ら実行予算まで一元化されていて、台帳までシームレ
スにできてしまうのはすばらしい。また、工事台帳や
工事原価一覧表など自社フォーマットに変換できる
「Excelチェンジ」機能も便利です。入力など操作性の
良さも含めて、半年でここまで運用効果をあげられた
のは「アイキューブ本家シリーズ」の実力だと感じて
います。今後は必要性と予算を勘案しながらオプショ
ン機能をどう活用するかを考えるとともに、「アイキ
ューブ本家シリーズ」が積算基準にも活用できれば最
高だと感じています。

アイキューブ　ユーザー事例

発行/記載内容に関するお問い合わせ　株式会社アイキューブ　TEL03-3366-8389 E-mail info@icubenet.co.jp

　村山興業が「アイキューブ本家シリーズ」を選んだ
決め手は、地元の建設業者数社がすでに導入済みで、
使用感を聞き出せ安心感を得たこと。また、十日町地
区でのアフターサービス訪問にあわせ、アイキューブ
社より当社の業態に合わせたデモデータを作成、提案
頂くと同時に運用説明を受けるといったすばやいプレ
ゼンテーションが大きかったと村山社長はいう。

村山社長：導入前の検討にあげていた他社ソフトは、
サンプルを送ってはくれましたが私が頭の中で描いて
いる“こんなことができたらいいな”というイメージを
自分で形にするのは難しい。アイキューブ社は私のイ
メージを理解しデータ化、さらにこちらに足を運び、
デモンストレーションを行いながら提案してくれたと
いうスピード感。決め手はこれに尽きますね。

　導入時から解体工事部門の原価管理は「アイキュー
ブ本家シリーズ」に全面的に切り替え、現在は工種と
作業内容の少ない重機土木工事を順次、置換えている
ところだという。8ヵ月間、「アイキューブ本家シリ
ーズ」を運用してみた効果はどのように感じているだ
ろうか。

村山社長：運用開始と同時に、外注の毎月の支払予定
や人工数が瞬時に把握できるようになったのは、とて
も大きな効果です。解体工事は民家レベルだと数百万
円以下だが、大きな公共工事となると数千万円から1
億円以上の規模になり、下請を含めて1日あたり数十
人の人工数になる。ちょうど今春からそうした現場を
複数受注して、「アイキューブ本家シリーズ」の効果
をまざまざと実感したところです。以前の“名ばかり原
価ソフト”では、外注先を選んで人工を入力しないた
め、すべて自社の従業員となっており、外注への支払

外注先の人工数や複雑な作業内容も瞬時に把握

User Profile
株式会社村山興業
住所●新潟県十日町市北新田132
電話●025-757-8542
URL●http://www.mu-kogyo.com/

代表取締役

村山 広幸 様

Excelチェンジはじめオプション活用の検討も

現場担当の入力から外注支払い等、管理業務までシームレスに連動
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